
  定例記者会見 次 第 
令和元年 10 月 31 日(木) 午前 10 時～ 

会議室 101・102 

■報道発表事項 

No.1 
女性消防団員が高齢者宅で防火指導を実施 

－ 今年は新たに福祉専門職員と連携して独居老人宅を訪問します － 

No.2 
つばめ輝く女性表彰 2019の受賞者が決定 

－ つばめで輝く女性や女性の活躍を応援する事業所・団体を表彰します － 

No.3 
Tsubame Art Fes でまちなかの賑わいを創出 

－ 移住者たちがまちなかをアート空間に変えるイベントを開催します － 

No.4 
関満博氏 出版記念特別講演会を開催 

－ 燕市の産業研究の第一人者が「燕の可能性」を語ります － 

No.5 
株式会社玉虎堂製作所 100周年記念展を開催 

－ 燕の金属ハウスウェア製造に大きく貢献した企業の歴史を紹介します － 

No.6 
第７回「燕市農業まつり」を開催 

－ こだわりの農畜産物・加工品や楽しい企画がもりだくさんです － 

No.7 

第43回ジャパン・ツバメ・インダストリアルデザインコンクール 
出品者の募集を開始 

－ 今年は新たに審査委員と出品企業との交流会も開催します － 

No.8 
「いのち・愛・人権」燕展を開催 

－ 人権が尊重される社会の実現を目指します － 

No.9 

『燕市手話言語の普及等の推進に関する条例』 
の制定を記念して講演会を開催 

－ 手話を通じて、こころのバリアフリーを推進します － 

No.10 

燕市の次世代を担う 
「キャリアテン介護職員等表彰式」を開催 

－ 介護の魅力を発信する介護・福祉学びの収穫祭も同時実施 － 

No.11 

健康づくりマイストーリー講座 
「はじめよう。レッツ！ながら運動」を開催 

－ つばめ元気かがやきポイント事業の公開抽選も同日に行います － 
 

※その他、燕市報道資料 No.12「11 月の各課事業予定表」を参照してください。 

 

 

 
 
 

■記者会見事務局■ 

燕市役所 3 階 企画財政部 企画財政課（企画チーム） 

電話：0256-77-8352（直通）窓口番号⑩・⑪ 
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令和元年 10 月 31 日 
 

女性消防団員が高齢者宅で防火指導を実施 

－ 今年は新たに福祉専門職員と連携して独居老人宅を訪問します － 

 

 秋季全国火災予防期間にあわせ、女性消防団員、高齢者の総合相談窓口である地域包

括支援センターの職員及び消防本部職員が一緒に一人暮らしの高齢者宅を訪問し、防火

指導を行います。県内では新しい取り組みで、女性消防団員ならではの細かな気配りや

ソフトな対応と、高齢者の総合的な支援を行う包括支援センターの専門性をあわせ、高

齢者の日ごろからの不安や疑問に応えながら、火災報知器の設置や火の取り扱い等を確

認し、住宅火災の未然防止を図ります。 
 

【一人暮らし高齢者宅への防火訪問の概要】 

1.日 時：11 月 10 日（日） 午前 9 時～正午頃 ※雨天決行 

2.訪 問 者：女性消防団員、地域包括支援センター職員、消防職員 

3.内 容：（1）住宅用火災警報器設置有無の確認 

       （2）火気使用設備等の注意喚起 

       （3）警備会社・緊急通報システム等契約状況 

       （4）消火器の有無の確認 

4.訪問地区：燕地区６、吉田地区 10、分水地区 13 計 29 地区 

      ※うち 17 地区を地域包括支援センター職員とともに訪問予定 

5.参加者数：女性消防団員 35 人、消防職員 16 人、 

      地域包括支援センター職員 数名 

 

 

 

本件についてのお問い合わせ先 

総務部 防災課：河合 0256－77－8381（直通） 

燕・弥彦総合事務組合消防本部 警防課：若林  電話：0256－92－1121（直通） 

■燕市消防団女性部「燕さくらファイヤーズ」のあゆみ 

平成８年４月１日 燕市消防団女性消防部「ツバメ・ファイヤーレディース」14 名で発足 

         ※県央地域では初めての発足 

平成 12 年４月１日 分水町消防団女性消防部「さくらレディース」12 名で発足 

平成 18 年３月 20 日 旧燕市・旧吉田町・旧分水町の各消防団が新たに燕市消防団として再編 

燕地区「ツバメ・ファイヤーレディース」13 名 

分水地区「さくらレディース」     11 名 計 24 名 

平成 19 年４月１日 燕市消防団女性部「燕さくらファイヤーズ」誕生 

   39 名（燕地区 13 名 吉田地区 15 名 分水地区 11 名） 

令和元年 10 月１日 燕市消防団女性部「燕さくらファイヤーズ」部員数 

   48 名（燕地区 15 名 吉田地区 17 名 分水地区 16 名） 

令和 2 年 4 月１日 燕市消防団女性部から女性分団に組織改編を予定 
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つばめ輝く女性表彰 2019 の受賞者が決定 
－ つばめで輝く女性や女性の活躍を応援する事業所・団体を表彰します － 

 

すべての女性が輝いて活躍しやすい環境づくりを進めるため、身近なモデルとなる女

性個人や女性の活躍を応援する事業所・団体を表彰する「つばめ輝く女性表彰」の受賞

者が、選考委員会を経て決定しました。 

 

【つばめ輝く女性表彰2019の受賞者の概要】 

●つばめ輝く女性賞 … 氏
うじ

田
た

 昌子
ま さ こ

 様 

 

●つばめ輝く女性賞 … 小林
こばやし

 佳代子
か よ こ

 様 

 

●つばめ輝く女性応援賞 … 株式会社ツボエ 様 

 
【表彰式】 

1.日時：11 月 27 日（水）午後６時 30 分～ 

    ※「つばめ・やひこ女性活躍推進フォーラム」にて実施 

2.会場：燕市役所 つばめホール 

プロフィール 市内在住。燕市消防団 女性部 部長 

受賞理由 県央初となる女性消防団員募集に自ら応募し、女性団員数を発

足時から 5 倍以上増やすリーダーシップや、活動全般が地域貢

献であり、仕事、家庭と消防団との両立は他の女性消防団員の

ロールモデルとなるとして受賞。 

プロフィール 市内在住。（株）プラス ハッピー第 4 保育園 専務理事 

受賞理由 地域のニーズに応えた柔軟な保育経営を行いながら、現場の保

育士の働き方改革に熱心に取り組むことで、保育園内外からの

信頼が厚いことや、今後も需要に応じて保育園の増設を検討し

ている姿勢が評価され受賞。 

プロフィール 市内の製造業（幸町）。代表取締役 笠原 伸司 
従業員 12 名（うち女性 8 名） 

受賞理由 女性が働きやすい職場は男性も働きやすい職場と捉え、身体
への負担を考慮した労働環境の整備やワーク・ライフ・バラ
ンスの実現に向けた取り組みを行っている。市内の事業所に
もこの取り組みの拡大が期待されるとして受賞。 

 

 

 

本件についてのお問い合わせ先 

企画財政部 地域振興課：星野、頓所 

電話：0256－77－8361（直通） 
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令和元年 10 月 31 日 
 

Tsubame Art Fes でまちなかの賑わいを創出 
－ 移住者たちがまちなかをアート空間に変えるイベントを開催します－ 

 

 燕市に移住し商店街を盛り上げている若手などが中心となって活動している「まちな

かにぎわい創出懇談会」では、まちなかや商店街の活性化を図るために、楽しみながら

まちあるきができるイベントを開催します。燕庁舎脇広場にある壁面をアートウォール

にするほか、宮町商店街の空き地等を活用したミニマルシェを開催、さらに、燕庁舎か

ら商店街までの民家や空き家を作品展示スペースにすることで回遊性を高め、まちの賑

わいを創出します。 
 

【Tsubame Art Fes の概要】 

1.日  時：11 月 10 日（日）午前 10 時～午後 4 時 

2.会  場：燕庁舎～宮町商店街周辺 

3.内  容： 

（1）壁面アート 

燕庁舎脇の広場にある壁面がアートウォールに生まれ変わります。 

 ※事前にある程度作業は終わらせ、当日は仕上げを行います。 

  また、来場者が参加可能なライブペイントスペースを設けます。 

●実施主体：「クリエイターユニット 401」（代表は上記懇談会メンバー嶋田雅紀） 

（2）商店街ミニマルシェ＆アートギャラリー 

宮町商店街内の空き地等を使って、ミニマルシェを開催。市内外のハンドメイド作家 

等によるおしゃれな雑貨や衣料品、ワークショップも開催。また、空き店舗を使用し 

たアートギャラリーも準備し、クリエイターの作品を展示。 

●出店内容：ハンドメイド作家による雑貨、 

クラフト、ワークショップ、 

ドリンク等 全 15 ブース 

（3）まちなか回遊アート 

 燕庁舎と宮町商店街までの道上にある民家、 

空き家と空き地にも作品展示スペースを設 

けることで、庁舎と商店街を一体的に繋ぎ、 

楽しみながらまちあるきをしてもらえる 

ルートを作成します。 

 

 

 

本件についてのお問い合わせ先 

産業振興部 商工振興課：山田 

電話：0256－77－8231（直通） 
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令和元年 10 月 31 日 
 

関満博氏 出版記念特別講演会を開催 
－ 燕市の産業研究の第一人者が「燕の可能性」を語ります － 

 

一橋大学名誉教授の関満博氏が、燕の歴史や統計データの調査分析とともに燕市内

114 の事業所を取材して書き上げた「メイド・イン・ツバメ ～金属製品の中小企業

集積で世界に羽ばたく新潟県燕市」が 10 月 10 日に出版されました。 

この出版を記念して、執筆のための事業所への取材で見えた「事業転換のヒント」を

テーマに出版記念特別講演会を開催します。 
 

【特別講演会の概要】 

1.開催日：11 月 22 日（金） 

2.時 間：午後 5 時 30 分～午後 8 時 45 分（受付:午後 5 時～） 

3.会 場：萬会館（燕市白山町３丁目 22-22）※駐車台数に限りあり 

4.内 容： 

《第一部 講演会 午後 5 時 30 分～午後 6 時 45 分》 

（1）参加費：無料 

（2）定 員：150 名（要事前申込 / 先着順） 

（3）演 題：『燕のこれまでと現在、そして未来』 

（4）講 師：一橋大学名誉教授 関
せき

 満博
みつひろ

 氏 

 

 

 

 

 

《第二部 交流会 午後 6 時 45 分～午後 8 時 45 分》 

（1）参加費：5,000 円 

（2）定 員：50 名（要事前申込 / 先着順） 

※講演会のみの参加も可能（交流会のみの参加は不可） 

5.申込方法：申込書に必要事項をご記入のうえ、FAX でお申込みください。 

6.書籍販売：講演会終了後に本の販売とサイン会を予定しています。（数量限定） 

 

 

 

本件についてのお問い合わせ先 

産業振興部 商工振興課：髙橋、佐藤 

電話：0256－77－8232（直通） 

 

 

 

〔講師プロフィール〕 

1948 年 富山県生まれ 

一橋大学商学部教授、一橋大学大学院商学研究科教授、 

明星大学経済学部教授を経て、現職に至る 

専攻は地方産業論、中小企業論 

主な著作に、燕市を題材にした「変貌する地場産業」（新評論）など 

▲出版された著書 
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令和元年 10 月 31 日 
 

株式会社玉虎堂製作所 100 周年記念展を開催 
－ 燕の金属ハウスウェア製造に大きく貢献した企業の歴史を紹介します  － 

 

リニューアルした産業史料館の企画展第４弾は、燕市のものづくりにおいて、伝統的

な技術を継承しつつ、いち早く機械化することで金属ハウスウェア製造を大きくリード

してきた玉虎堂製作所の 100 周年記念展を開催します。今展覧会では創業から第二次

世界大戦以前、昭和から平成、そして未来への３つのカテゴリにわけ、熟練職人の手に

よって作られた製品とともに玉虎堂の軌跡を紹介いたします。 
 

【株式会社玉
ぎょっ

虎堂
こ ど う

製作所 100周年記念展の内容】 

1.会 期：12 月 6 日（金）～１月 19 日（日） 

※休館日：月曜日(祝休日の場合は翌日)、祝日の翌日、 

          年末年始（12 月 29 日から 1 月 3 日） 

2.時 間：午前 9 時～午後 4 時 30 分 

3.会 場：燕市産業史料館 企画展示室 

4.料 金：大人 400 円、小中高校生 100 円 

     ※市内小・中学生と付き添いの保護者 1 人は 

      ミュージアムパスポートで土曜日・日曜日・祝日は無料 

5.展示品：製品、昔の写真（歴代社長、工場風景）、 

パンフレット、系譜図、年表 

6.作品解説会 

(1) 日  時：12 月 8 日（日）午後 2 時～午後 3 時 

(2) 会  場：燕市産業史料館 企画展示室 

(3) 解  説：当館学芸員  

 

 

 

 

 

 

本件についてのお問い合わせ先 

燕市産業史料館：柳原 

電話：0256－63－7666（直通） 

★株式会社玉虎製作所 

・大正８年(1919)に設立 

・初代創業者 柄沢虎二(からさわとらじ) 

玉川堂で修行した後に独立し、卓越した技術者としてのみならず実業家としての側面

も持ち合わせ、いち早く機械化に移行するなど燕市の金属ハウスウェア製造に大きく

貢献した人物。市場に流通する製品の多くは永年のロングセラーとなっており、中に

は 70 年に渡り販売されている製品もあります。 
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令和元年 10 月 31 日 
 

第７回「燕市農業まつり」を開催 
－ こだわりの農畜産物・加工品や楽しい企画がもりだくさんです－ 

 

 農業者と消費者の交流を通じて、市内の農畜産物や農産加工品を多くの人に手に取っ

てもらい、地産地消を推進することを目的に、燕市農業まつりを開催します。 

当日は、昨年燕市がロケ地になった「下町ロケット」の撮影に使用されたトラクター

を展示し、実際に運転席に座ることができます。 
 

【燕市農業まつりの概要】 

１.日時：11 月３日（日） 午前９時～午後 1 時 30 分 

（開会式 午前 8 時 45 分） 

２.会場：燕市役所（北側駐車場） 

３.内容 

時  間 項     目 内        容 

午前 
8 時 45 分～ 

◇開会式 テープカット 

 
午前 9 時 
 
～ 
 
午後 1 時 30 分 

◇地元農畜産物販売 コシヒカリ、野菜、くだもの、肉等の販売 

◇農機具展示 
コーナー NEW !! 

下町ロケットの撮影で使用された緑色のトラクター
の他、無人走行が可能なトラクター等の展示 

◇農福連携  福祉団体の出店 

◇地域間交流、 
特産物販売 

旧三川村、旧中之島町、旧下田村地域の 
特産品販売 
（きのこ、栗、さつまいも、レンコン、ゆり根等） 

◇グループの 
加工品販売 

加工食品の販売 
（五目おこわ、五目すし、漬物、コンニャク等） 

◇農産物品評会 燕産の野菜や果実の品評会並びに即売 

◇サービスコーナー 
・大なべで作る豚汁、おにぎり〔無料〕（11:00～） 
・もち〔無料〕（11:30～） 
・わたあめ、ポップコーン、やきいも〔有料〕等 

◇ステージイベント 
（午前 9 時 10 分～） 

お笑いライブ、日本舞踊、キッズダンス、 
フラダンス等 

4.その他：（1）下町ロケットの撮影で使用した緑色のトラクターが（株）クボタより 

燕市に寄贈されるため、午前８時 30 分頃より贈呈式を行います。 

（2）チューリップ球根・ふうせんのプレゼント など 

 

 

 

本件についてのお問い合わせ先 

産業振興部 農政課：平松、酒井 

電話：0256－77－8245（直通） 

大鍋でつくる豚汁▶ 
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令和元年 10 月 31 日 
 

第43回ジャパン・ツバメ・インダストリアルデザインコンクール 
出品者の募集を開始 

－ 今年は新たに審査委員と出品企業との交流会も開催します － 
 

40 年以上の歴史をもつ「ジャパン・ツバメ・インダストリアルデザインコンクール」

は、新規性、デザイン性、機能性および市場性に優れた製品を評価・発信するコンクー

ルです。今年度出品者の募集を 11 月 1 日から開始します。 

優れた製品には賞を授与するほか、実物展示やSNS広告配信など、積極的にPRを行い

ます。また今回新たに審査委員会終了後、審査委員と出品企業との交流会を開催します。 
 

【デザインコンクールの概要】 

1.募集対象：金属洋食器、金属ハウスウェアおよびそれ以外の新製品 

      ただし、概ね 2 年以内に製作されたオリジナル商品であること。 

2.審査基準：(1)新規性・革新性、(2)デザイン性、(3)機能性、(4)市場性 

3.表  彰： 

グランプリ （経済産業大臣賞） 1 点 賞金 20 万円 

準グランプリ (経済産業省製造産業局長賞） 

（中小企業庁長官賞） 

1 点 

1 点 

賞金 12 万円 

賞金 12 万円 

優   秀   賞 （関東経済産業局長賞） 

（新潟県知事賞） 

1 点 

1 点 

賞金 10 万円 

賞金 10 万円 

審査委員賞 複数点 賞金なし 

4.審査委員会：令和 2 年 2 月 28 日（金）※非公開 

5.表彰式兼企業交流会：令和 2 年 2 月 28 日（金） 場所：燕市産業史料館 

【出品者募集の概要】 

1.応募資格：国内の事業者 

※金属洋食器、金属ハウスウェア以外の新製品の場合は、燕市 

 の事業所が企画・開発製造のいずれかに関わっているものに 

限る（販売のみは不可） 

2.応募点数：制限なし ※出品料無料 

3.募集期間：11 月 1 日（金）～令和 2 年 1 月 31 日（金）まで 

4.応募方法：申込書に必要事項を記入のうえ、出品物と一緒に期限までに提出 

 

 本件についてのお問い合わせ先 

産業振興部 商工振興課：竹田、外山 

電話：0256－77－8289（直通） 

第 42 回グランプリ受賞製品 
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「いのち・愛・人権」燕展を開催 
－ 人権が尊重される社会の実現を目指します － 

 

 今年で 31 回目を迎える「いのち・愛・人権」展が、燕市では初めて、県央地区では

24 年ぶりに開催されます。毎年、県内各市町村を会場として人権尊重や差別の解消を

理解してもらうために開催されるもので、特設パネルや 100 枚を超える人権パネルの

展示を行うほか、記念講演会を行います。 
 

【「いのち・愛・人権」燕展の概要】 

1.パネル展示 

（1）日時：11 月 19 日（火）～25 日（月） 

  午前 9 時～午後 5 時（初日は午後 1 時から、最終日は午後 1 時まで） 

（2）場所：燕市中央公民館、燕市文化会館 

2.テープカット及び展示物解説 

（1）日時：11 月 19 日（火） 

午後 1 時～午後 2 時 

（2）場所：燕市中央公民館 

3.オープニングセレモニー 

（1）日時：11 月 19 日（火） 

午後 2 時 15 分～午後 2 時 45 分 

（2）場所：燕市文化会館 大ホール 

4.記念講演会 

（1）日時：11 月 19 日（火） 

午後 3 時～午後 4 時 30 分 

（2）場所： 燕市文化会館 大ホール 

（3）演題：「父からの手紙～勝訴！ハンセン病家族訴訟」 

（4）講師：ハンセン病家族訴訟原告団長 林 力 氏 

       コーディネーター 俳優 中西 和久 氏 

 ※主催：「いのち・愛・人権」燕展実行委員会、後援：燕市・燕市教育委員会 

 

 

 

 

 

本件についてのお問い合わせ先 

市民生活部 市民課：竹野 

電話：0256－77－8107（直通） 

▼ポスター原画 

Smile ～笑顔溢れる未来～ 
燕市立燕中学校 文化活動Ⅲ 共同制作 
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『燕市手話言語の普及等の推進に関する条例』 
の制定を記念して講演会を開催 

－ 手話を通じて、こころのバリアフリーを推進します － 
 

 燕市では、すべての市民が地域で支え合い、互いの個性と人格を尊重し合い共にいき

ることができる地域共生社会の実現に向けた取り組みを進めています。 

今年 9 月 26 日に、手話への理解促進と手話を使いやすい環境を構築するための『燕

市手話言語の普及等の推進に関する条例』が成立、10 月１日に施行されたことを記念

し、手話やろう者に対する理解を深め、こころのバリアフリーを推進するための講演会

を行います。 
 

【講演会の概要】 

1.日 時：12 月１日（日） 午後１時 30 分～午後３時 

2.場 所：燕市中央公民館 ３Ｆ中ホール 

3.演 題：「こころのバリアをはずして～手話でつながる、手話でつなげる～」 

4.参加費：無料（要申込） 

5.申込先：燕市障がい者地域生活支援センターはばたき（☎0256-66-5688） 

6.定 員：100 名 

7.講 師：ＮＨＫ手話ニュースキャスター 中野
な か の

 佐
さ

世子
よ こ

 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

8.主催：燕市、（福）燕市社会福祉協議会 

 

 

 

本件についてのお問い合わせ先 

健康福祉部 社会福祉課：本間、西川 

電話：0256－77－8172（直通） 

■プロフィール 
高校生の時に手話と出会い、大学入学後に本格的に手話を始

める。手話通訳士。専攻は幼児教育(障がい児保育)。卒業後は、
保健所や児童館で健康教室の心理相談員として、母親へのサポ
ート・子どもへの接し方等を指導。大学では幼児グループの運
営に携わる。 

1990年NHK教育テレビ「手話ニュース」のキャスターとして
出演(現在に至る)。同時に淑徳短期大学で介護福祉士の養成を
することを機に、高齢者の心と身体についても学び始める。 
バリアフリー啓発研修講師として全国各地の人権講演会を回

るほか、企業や官庁の研修講師も務めている。 
 
■主な活動 
・NHKＥテレ「手話ニュース」のキャスター 
・草苑保育専門学校特任講師 ・法政大学手話講座講師  
・淑徳短期大学兼任講師 
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燕市の次世代を担う 
「キャリアテン介護職員等表彰式」を開催 

－ 介護の魅力を発信する介護・福祉学びの収穫祭も同時実施 － 
 

高齢化が進む中で介護人材の確保や定着を図り、介護職員の皆さんが自信と意欲を持

って働き続けていただけるよう、概ね 10 年以上勤務した介護職員を表彰します。 

また、11 月 11 日の介護の日に合わせて、介護の魅力発信やイメージアップを図る

目的で、介護・福祉学びの収穫祭を実施します。燕市役所において、介護の職場紹介や

介護職員への感謝メッセージの展示を行います。 
 

【キャリアテン介護職員等表彰式の概要】 

1.日 時：11 月 11 日（月）午後 2 時から 

2.会 場：燕市役所 つばめホール 

3.対象者：燕・弥彦地域定住自立圏内の介護施設等において、 

利用者に直接ケアを行っている介護職員、看護職員等 

4.表彰要件：表彰年の 4 月 1 日を基準日とし、常勤職員として、 

概ね 10 年以上勤務する職員で現在も圏内に勤務している職員 

【介護・福祉学びの収穫祭の概要】 

1.日 時：11 月 10 日（日）～11 月 15 日（金） 

2.会 場：燕市役所 つばめホール 

3.内 容：(1)「介護の職場紹介ポスター」「介護職員への感謝のメッセージ」を展示 

     （2）関連イベントを毎日開催 

日付 時間 内容 

10 日（日） 
午後1時30分～ 

午後3時 
認知症サポーター養成講座 

11 日（月） 午後2時～ キャリアテン介護職員等表彰式 

12 日（火） 
午前9時30分～ 

午前11時30分 

介護体験講座 
①介護食体験講座、②在宅療養の出前講座 

13 日（水） 
午後1時30分～ 

午後3時 

地域ケア推進研修 
『いつまでも自分らしく住み続けられる地域づくり』 

講師：人間科学研究所所長 志賀誠治氏 

14 日（木） 
午後2時～ 

午後4時 

オレンジリングカフェ（認知症に関するミニセミナー） 
講師：菊川脳神経内科クリニック院長 菊川公紀氏 

15 日（金） 
午前9時30分～ 

午前11時30分 

介護体験講座 
理学療法士による歩き方講座 

 

 

 

 

本件についてのお問い合わせ先 

健康福祉部 長寿福祉課：桑原(明) 

電話：0256－77－8157（直通） 

▲昨年の様子 
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健康づくりマイストーリー講座 
 「はじめよう。レッツ！ながら運動」を開催 
－ つばめ元気かがやきポイント事業の公開抽選も同日に行います － 

 

 健康づくりマイストーリー運動を展開して 6 年目となる今回の「健康づくりマイス

トーリー講座」では、ながら運動を指導しているミズノスポーツサービス㈱から講師

をお招きし、運動に対するイメージが変わるような誰でも取り組みやすい運動を紹介し

ます。また、講演会前には同会場で「つばめ元気かがやきポイント事業」の公開抽選や

「歯っぴーフェア 2019」を実施します。 
 

【健康づくりマイストーリー講座の概要】 

1.日 時：11 月１7 日（日）午後 1 時 30 分～午後 3 時 30 分  

2.会 場：吉田産業会館 大ホール 

3.対 象：燕市民・燕市内在勤者 等 ※参加費無料（要申込）、定員 250 人 

4.内 容：ミズノ発行「ながら運動１００」を教材に運動の実技および講習 

5.演 題：「はじめよう。レッツ！ながら運動」 

～いつでも・どこでも・誰でもできる～ 

6.講 師：ミズノスポーツサービス（株） 井川
い が わ

 真弓
ま ゆ み

 氏 

7.申込締切：11 月 14 日（木） 

8.申込方法：燕市保健センターへ電話、FAX、または市ホームページのかんたん申請、 

右記二次元バーコードからのいずれかでお申し込みください。 

TEL 0256-93-5461   FAX 0256-93-5463 

【つばめ元気かがやきポイント事業公開抽選の概要】 

1.開催日/会場：11 月 17 日（日）/ 吉田産業会館 

2.内 容 

(1) 第 1 回公開抽選および来場者限定お楽しみ抽選（午前10時～午後0時15分） 

①対象：ポイントを報告して案内状を受け取っている人 

    ※今回から、当日抽選会に来られない人も抽選対象になります。 

②景品：健康関連の家電製品や運動グッズ、地場産品（米などの農産物、 

タンブラーや鍋等の金属製品、調理器具）他（協賛企業：10 社） 

(2) 「こども手帳」取り組み児童への来場プレゼント（午前 10 時～正午） 

 (3) 歯っぴーフェア 2019※（午前 9 時 30 分~午後 0 時 30 分） 

 

 

 

本件についてのお問い合わせ先 

健康福祉部 健康づくり課：今泉、五十嵐 

電話：0256－93－5461（直通） 

※歯っぴーフェア（5Pメニューです） 

歯科健診（口腔がん検診）＆歯科相談、フッ

化物歯面塗布（先着 150 名）を実施。歯の

講演会、表彰式も開催。（燕歯科医師会主催） 
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